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平成 26 年 8 月 20 日に発生した広島豪雨土砂災害 

に対する緊急事業の進捗予定について 
 

 

国土交通省では、平成２６年８月２０日に発生した広島豪雨土砂災害により、特に著し

い被害が生じた２４渓流において、一昨年災害時に崩れて渓流に残っている不安定な土砂に

対し安全性を確保する緊急事業（以下「緊急事業」）（※参考資料参照）を開始しました。 

これまでに、強靭ワイヤーネットの設置、砂防堰堤の調査・設計、必要な用地の取得を

緊急事業として進め、平成２７年４月２１日に安佐南区八木６丁目において最初の砂防堰堤

工事に着手し、２４渓流で２５基の砂防堰堤の工事を鋭意進めているところです。 

これら工事の進捗予定について、お知らせいたします。 

 

２５基の砂防堰堤のうち１５基については、本年３月末時点で緊急事業が完了する予定

です。 

残る１０基については、本年の梅雨時期までに緊急事業を完了する必要があると考えて

おり、引き続き必要な用地の確保など地元関係者の協力を得ながら工事を進めて参ります。 

 

 なお、現在工事を実施している２４渓流では、不安定土砂に対する緊急事業が完了し

た後も、平成２６年８月２０日のような土砂災害が再び発生した場合にも安全を確保で

きるよう砂防堰堤の嵩上げや渓流保全工（水路工）等追加施設の整備を引き続き進めて

参ります。また、２４渓流に加えて平成２７年４月から新たに事業着手した４渓流にお

いても、現在進めている調査・設計を３月末に完了させ、引き続き必要な用地の確保や

砂防施設の工事を進めて参ります。 

今後、これら２８渓流の砂防事業（※参考資料参照）を重点的に進め、平成３１年度

の完了を予定しています。 

広島豪雨土砂災害の砂防事業の進捗については、逐次お知らせしてまいります。 
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平成26年８月豪雨 緊急事業進捗予定（平成28年3月末の見込み） 
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